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(a) フィリピン海プレート上面深さ 

 

 

(b) 速度構造の断面図 

第 4.2.2-5 図 大阪平野外の速度構造モデル 

（Kawabe and Kamae, 2008(21)） 
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第 4.2.2-7 図 地震観測位置 

 

 

第 4.2.2-6 図 地震観測点配置図 
 

鉛直アレイ
地震観測位置 

臨界集合体実験装置建屋
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第 4.2.2-8 図 地下 200m の観測記録を入力とした地表地震記録の 

シミュレーション結果と観測波形の比較 
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地震諸元は「最新版 日本被害地震総覧(8)」による  

第 4.2.3-1 図 敷地周辺における活断層分布と主な被害地震の震央分布 

 


